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取
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文
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セ
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調
査
担
当
者
　
黒
沢
哲
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遺
跡
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種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
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要

大
慈
恩
寺
は
、
利
根
川
支
流
の
大
須
賀
川
上
流
域
に
あ
り
、
南
に
開
く
標
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三
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ｍ
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五
ｍ
の
狭
惨
な
谷

地
に
位
置
す
る
。
現
在
も
成
田

山
新
勝
寺
の
末
寺
と
し
て
存
続

す
る
古
利
で
あ
り
、
室
町
時
代

初
期
に
全
国
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置
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れ
た
安
国

寺
利
生
塔
の
設
置
寺
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し
て
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田

　

れ
て
い
る
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弟
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成

ぁ
る
真
源
の
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の
刻
ま
れ
た
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て
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三
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（
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銘
の
梵

鐘
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
寺
の
所
蔵
す
る
古
文
書
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代

末
の
創
建
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
横
浜

市
の
金
沢
称
名
寺
を
軸
に
展
開
し
た
東
関
東
地
方
の
律
宗
系
寺
院
の
一
つ
で
あ

２つ
。今

回
の
発
掘
調
査
は
、
寺
域
内
に
複
数
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
行
な
っ
た

一
連
の
確
認
調
査
で
、
二
年
次
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
室
町

時
代
の
複
数
の
火
災
跡
や
、
堂
基
壇
の
一
部
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
出
土
遺
物

の
主
要
な
も
の
は
、
酒
会
壼
な
ど
の
優
品
の
青
磁
を
含
む
貿
易
陶
磁
器
、
瀬
戸
、

常
滑
な
ど
の
国
産
陶
磁
器
、
鍋
、
火
鉢
な
ど
の
瓦
質
土
器
や
か
わ
ら
け
な
ど
中

世

。
近
世
の
焼
物
類
、
銅
製
鍋
や
要
る
な
ど
の
金
属
製
品
、
硯
、
砥
石
な
ど
の

石
製
品
で
あ
る
。
他
に
五
輪
塔
や
宝
麓
印
塔
の
部
品
、
種
子

（梵
字

。
キ
リ
ー

ク
）
の
刻
ま
れ
た
板
碑
が
あ
る
。

木
簡
は
、
本
堂
の
西
側
際
に
南
北
方
向
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
の
地
表
下
約

一
ｍ
、
藁
く
ず
を
含
む
黒
色
腐
植
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は
な
く
年

代
は
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
調
査
結
果
か
ら
、
本
堂
付
近
は
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
か
な
り
盛
土
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
出
土
レ
ベ
ル

か
ら
判
断
す
れ
ば
、
中
世
末
以
降
に
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。
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樹
度
を
残
し
た
杉
材
の
片
側
を
削
り
、
梵
字
を
墨
書
す
る
。
上
部
は
二
段
に

削
り
を
入
れ
て
頭
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
下
部
は
欠
損
す
る
。
内
容
は
、
金
剛

界
五
仏
を
表
す
種
子
、
三
帰
呪

・
光
明
真
言
で
、
供
養
塔
婆
の

一
種
と
考
え
て

い
る
。
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文
献

大
栄
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委
員
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慈
恩
寺
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盆
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九
三
年
）

斎
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勝

「県
内
出
土
の
木
製
塔
婆
」
（卸
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『研
究
連
絡

誌
』
六
二
　
一
一〇
〇
二
年
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（黒
沢
哲
郎
）




